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Topics　令和６年度町職員の配置、町の助成・補助制度
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町職員の配置 （令和６年４月１日付）
　さらなるまちづくりの向上を目指し、４月１日に人事異動を行いました。今年度は３人の新規職員が
加わり、新たな体制でスタートしています。（※表の見方◎…昇格者、橙色文字…異動者、下線…新規採用）

Topics

1

職
員
と
し
て
の

抱
負
を
ひ
と
言

新
規
採
用
職
員

県
交
流
職
員

産業振興課

杉村　知哉
教育委員会

平川　達也
産業振興課

越尾　みゆ
産業振興課

立花　裕崇

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

県
か
ら
の
派
遣
終
了

技
術
派
遣

大
友　

勇
人

　
　
　
（
町
民
生
活
課　

参
事
）

人
事
交
流
派
遣

植
田　

大
雅

　
　
　
（
企
画
調
整
課　

主
任
主
事
）

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

有
澤　

則
子
（
福
祉
介
護
課
）

長
田　

誠
弘
（
総
務
課
）

山
下　

里
穂
（
さ
く
ら
幼
稚
園
）

退
職
者
（
令
和
６
年
３
月
31
日
付
）

福　祉　係　係長　　　　   関 真 由 美　　山 田 祐 司　　横 山 陽 紀
介　護　係　係長　　　　   島 崎 友 子　　遠 藤 絹 代　　久 澤 康 徳　   渡邉美智子　　渡 辺 亮 平

総　務　係　係長　　　　　秋 吉 里 枝　　石 井 悠 嗣　　中 山 瑞 姫
財　政　係　主幹兼係長　　平 川 直 也　◎土 屋 悟 史
検　査　係　係長　　　　　村 串 弘 親
総 務 課 付　　　　　　　　　　　　　　◎土 屋 美 佳　　石田有樹子　　山下由香里

防　災　係　主幹兼係長　　堤 　 康 匡　　稲葉めぐみ　　鈴 木 泰 斗

企画調整係　係長　　　　◎渡 邉 優 人　　山 本 伊 代　　鈴 木 達 也
秘書交流係　主幹兼係長　◎古 川 雅 也　　渡 邊 絢 子　　田島幸太朗
電　算　係　主幹兼係長　◎稲 葉 　 純　　山 下 真 範
窓　口　係　主幹兼係長　　土 屋 政 治　　釜田千穂里　　稲 葉 純 平
税　務　係　係長　　　　◎飯 田 雅 人　　土 屋 美 里　　白 井 淑 基
徴　収　係　　　　　　　　　　　　　　　長谷川純也　   相 馬 大 輝　　木 下 祐 斗

健　康　係　係長　　　　   稲 葉 　 臣　　石 井 朋 代　　中 川 舞 香　   鈴木ありさ
保険年金係　係長　　　　◎髙 屋 雅 輝　　平 山 弘 樹　　鈴 木 　 剛　

管　理　係　主幹兼係長　　相 馬 圭 吾　　村 田 知 宏　　臼 井 英 樹
建　設　係　係長　　　　　鈴 木 弘 之　   後 藤 　 明　　相 馬 良 則　　長崎凜太郎

工　務　係　係長　　　　　萩 原 和 也　　飯 田 佳 希　　島 崎 雅 治　　正 木 　 颯
業　務　係　主幹兼係長　　土 屋 弘 幸　　笹 本 耕 平　　島 﨑 恭 平

会　計　係　　　　　　　　　　　　　　　大 川 知 寛　　飯 田 里 実

農林水産係　主幹兼係長　　土 屋 正 樹　　野 口 綾 文　　立 花 裕 崇　　越 尾 み ゆ
観光商工振興係　係長　　　　　進 士 正 寛　　稲 葉 健 太　　杉 村 知 哉（県派遣交流）　　大 野 花 純

農 業 委 員 会 ……………………………………　書　　　記　　遠 藤 健 司（農林水産係兼務）

……………………………………　書　記（主任）　◎土 屋 　 翔（監査委員書記兼務）
議会事務局
事務局長　山本 博雄

（監査委員書記兼務）

教 育 委 員 会 教育長　鈴木　弘光

学校教育係　主幹兼係長　　安 田 大 介　　梅 原 孝 起　　鳥 澤 健 太
社会教育係　主幹兼係長　　小 野 英 樹　　渡 辺 祐 希　　平 川 達 也

　　　　　　教頭　　　　　板 垣 典 子　　村 山 朝 美　　野 口 真 実
　　　　　　係長教諭　　◎進 士 麻 実　　鈴木めぐみ　　友 田 美 和

　　　　　　　　　　　　　中 村 光 幸　　稲 本 徳 昭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加 藤 浩 平

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土 屋 友 樹

建設課
課長　臼井　理治

東河環境センター派遣
所長　飯田  吉光

美しい伊豆派遣創造センター派遣

静岡県人事交流派遣
（経営管理部）

教育委員会事務局
事務局長　土屋　勉

さくら幼稚園
園長  竹内佐紀子

総務課
課長　川尻  一仁

（選管書記長兼務）

防災課
課長　 村串  信二

（防災監兼務）

企画調整課
課長　島崎　和広

町民生活課
課長　鈴木  亜弥

（徴収係長兼務）

健康増進課
課長　土屋  典子

水道温泉課
課長　友田　佳伸

会計室
室長　渡辺  音哉

（会計管理者兼務）

産業振興課
課長　稲葉　吉一

（農業委員会事務局長兼務）

福祉介護課
課長　中村　邦彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡 辺 　 稜静岡地方税滞納整理機構派遣

町　

長　

岸　

重
宏

副
町
長　

木
村　

吉
弘
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Topics

2

町
の
助
成
・
補
助
制
度

心
豊
か
な
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
町
へ

　

町
で
は
、
令
和
６
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
・
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
お
祝
い
・
子
育
て
」「
住
宅
・
安
全
」「
暮
ら
し
・
健
康
」「
商
工
・
農
業
」
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
。

事
前
に
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

結
婚
祝
金

　

新
た
に
夫
婦
と
な
っ
た
１
組
に

つ
き
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
夫
婦

▽
婚
姻
の
届
出
を
し
、
夫
婦
と
も

に
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
夫
婦
ま
た
は
い
ず
れ
か
一
方
が

婚
姻
届
出
日
を
起
算
日
と
し
て

１
年
以
上
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
夫
婦
と
も
に
、
結
婚
後
も
引
き

続
き
町
に
住
所
を
有
す
る
人

▽
過
去
に
河
津
町
結
婚
祝
金
を
受

け
て
お
ら
ず
、
町
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い
人

問 

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

（
３
６
）
３
２
３
２

出
産
費
助
成
制
度

　

子
ど
も
の
出
産
に
か
か
る
費
用

の
一
部
（
１
回
の
出
産
に
つ
き
10

万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

出
産
日
の
６
カ
月
以
上
前
か
ら

町
に
住
所
が
あ
り
、
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人

問 
福
祉
介
護
課　

福
祉
係

（
３
６
）
３
２
３
２

出
産
育
児
一
時
金

　

出
産
児
１
人
に
つ
き
、
一
時
金

と
し
て
50
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
出
産

し
た
人

問 

健
康
増
進
課　

保
険
年
金
係

（
３
４
）
１
９
３
７

不
妊
治
療
費
・

　
　

不
育
症
治
療
費
等
助
成
事
業

　

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
（
治

療
費
・
通
院
に
要
し
た
交
通
費
）

や
、
不
育
症
治
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

①
一
般
不
妊
治
療
・
生
殖
補
助
医

療
１
回
２
万
円
を
限
度
に
年
間

10
万
円
ま
で

②
不
育
症
治
療
（
年
度
ご
と
に
負

担
額
の
10
分
の
７
、
上
限
24
万

１
５
０
０
円
ま
で
）

●
対
象

町
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保
険

法
の
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
養

者
で
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
人

●
そ
の
他

　

高
額
療
養
費
制
度
の
対
象
と
な

る
場
合
は
、
町
へ
申
請
す
る
前
に

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

先
進
医
療
に
係
る
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
は
、
先
に
県
で
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
年
齢
制
限

あ
り
）

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

（
３
４
）
１
９
３
７

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

検
査
費
助
成
事
業

　

赤
ち
ゃ
ん
の
聴
覚
検
査
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

生
後
４
カ
月
未
満
児
（
検
査
日

に
、
児
と
産
婦
の
両
方
ま
た
は

い
ず
れ
か
が
町
に
住
所
が
あ

る
）

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

（
３
４
）
１
９
３
７

令和６年度

町の助成・補助制度

お
祝
い
・
子
育
て

助成・補助

１
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住
宅
・
安
全

助成・補助

2

ピカピカの新１年生（河津小学校　入学式）

子
育
て
応
援

　
　
　
　

住
宅
整
備
事
業
補
助
金

　

住
宅
の
新
築
工
事
や
増
改
築
工

事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
経
費
の

10
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

（
15
万
円
を
限
度
）

●
対
象

▽
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
ま
た
は
申
請
時
点
で
妊
婦
の　

い
る
世
帯

▽
100
万
円
以
上
の
工
事
を
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
り
住
宅
な
ど
を

所
有
し
居
住
し
て
い
る
人

▽
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

妊
婦
・
妊
婦
歯
科
・

　
　

産
婦
健
康
診
査
費
助
成
事
業

　

各
健
康
診
査
に
か
か
る
費
用
の

う
ち
、
妊
婦
健
康
診
査
（
合
計
最

大
10
万
９
４
１
０
円
）、
妊
婦
歯

科
健
康
診
査
（
最
大
４
千
円
）、

産
婦
健
康
診
査
（
合
計
最
大
１
万

円
）
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
る
妊
婦
・
産
婦

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

（
３
４
）
１
９
３
７

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
際

に
か
か
る
保
険
対
象
医
療
費
の
自

己
負
担
分
と
、
入
院
時
の
食
事
療

養
費
標
準
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

町
に
住
所
が
あ
る
高
校
３
年
生

相
当
（
18
歳
以
下
）
ま
で
の
人

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

（
３
４
）
１
９
３
７

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

　

妊
婦
と
子
育
て
世
帯
に
対
し
て

合
計
10
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

●
対
象

▽
出
産
応
援
給
付
金

妊
娠
の
届
出
を
し
、
母
子
健
康

手
帳
を
交
付
さ
れ
た
妊
婦
（
妊

婦
１
人
に
つ
き
５
万
円
）

▽
子
育
て
応
援
給
付
金

制
度
開
始
以
降
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
（
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、

５
万
円
）

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

（
３
４
）
１
９
３
７

教
育
資
金
利
子
補
給
金

　

進
学
の
た
め
教
育
資
金
を
借
り

入
れ
た
人
、
ま
た
は
公
共
機
関
か

ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
人
に

対
し
利
子
を
補
給
し
ま
す
。

●
対
象

▽
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校
、

専
修
学
校
な
ど
に
就
学
す
る
た

め
に
借
り
入
れ
た
教
育
資
金

▽
利
子
補
給
率
は
３
％
以
内
、
期

間
は
最
初
の
交
付
決
定
を
行
っ

た
日
か
ら
10
年
以
内

問 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

（
３
４
）
１
１
１
７

敬
老
祝
金
お
よ
び
記
念
品

　

100
歳
に
達
し
た
人
に
10
万
円
を
、

88
歳
に
達
し
た
人
と
100
歳
以
上
の

人
に
記
念
品
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
り
（
住
所
地

特
例
の
人
は
従
前
住
所
地
）、
88

歳
に
達
し
た
人
お
よ
び
100
歳
以

上
の
人

問 

福
祉
介
護
課　

介
護
係

（
３
６
）
3
2
3
2

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

　
　
　
　

通
信
環
境
整
備
補
助
金

　

町
立
小
中
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
た
め
、
自
宅
の
通
信
環
境

を
整
備
す
る
保
護
者
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
対
象

▽
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

を
行
う
た
め
の
工
事
費
、
契
約

料
、
機
器
購
入
費
な
ど

▽
新
た
に
家
庭
用
W
i
F
i
ル
ー

タ
を
購
入
す
る
費
用

問 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

（
３
４
）
１
１
１
７

河
津
町
高
校
生
通
学
費
補
助
金

　

高
校
生
が
通
学
に
利
用
す
る
伊

豆
急
行
線
の
通
学
定
期
券
購
入
に

係
る
費
用
の
一
部
ま
た
は
相
当
額

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
１
年
間

の
実
績
に
応
じ
、
３
月
に
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
内
に
住
所
が
あ
る
高
校
生
な

ど
（
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
（
高
等
課
程
））
の
保
護
者

▽
バ
ス
通
学
定
期
乗
車
券
お
よ
び

回
数
券
の
補
助
と
区
間
が
重
複

し
な
い
こ
と
。

問 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

 

（
３
４
）
１
１
１
７
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暮
ら
し
・
健
康

助成・補助

3

令和６年度

町の助成・補助制度

防
災
士
育
成
事
業
補
助
金

　

防
災
士
の
資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
受
講
料
や
防
災
士
認
証
登

録
申
請
料
、
旅
費
な
ど
を
対
象
に

10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

町
に
住
所
が
あ
り
、
自
主
防
災

組
織
ま
た
は
区
に
所
属
し
て
い

る
人
で
自
主
防
災
組
織
ま
た
は

区
長
が
推
薦
す
る
人

問 

防
災
課　

 （
３
４
）
１
１
１
２

な
い
人

●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

（
３
４
）
１
９
２
４

　

木
造
住
宅
の
新
築
ま
た
は
増
築

を
町
内
の
業
者
に
依
頼
し
た
人
に
、

当
該
住
宅
に
賦
課
さ
れ
た
固
定
資

産
税
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

申
請
日
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人
の
う
ち
、
町
税
な
ど
の

支
払
い
を
口
座
振
替
で
行
っ
て

い
る
人
、
も
し
く
は
今
後
口
座

振
替
を
す
る
人

●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

（
３
４
）
１
９
４
６

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　

T
O
U
K
A
I
―
０ゼ

ロ

　

町
で
派
遣
す
る
専
門
家
が
、
対

象
と
な
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
一
棟
１
回
限
り
で
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

　

耐
震
補
強
計
画
の
作
成
や
耐
震

補
強
工
事
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た

場
合
計
画
の
作
成
や
工
事
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

問 

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

（
３
６
）　

３
２
３
２

　

家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
転
倒
防
止
器
具
を
設
置
す
る
住

宅
ま
た
は
併
用
住
宅
の
所
有
者

ま
た
は
居
住
者

問 

防
災
課

（
３
４
）
１
１
１
２

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
補
助
金

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
人
に
、
１
kw
に
つ
き

５
万
円
で
、最
大
４
kw
（
20
万
円
）

ま
で
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
す
る

住
宅（
店
舗
兼
用
住
宅
を
含
み
、

賃
貸
住
宅
は
除
く
）
に
新
た
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
人
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が

て
ら
れ
た
木
造
住
宅

●
そ
の
他

　

契
約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

無
料
の
耐
震
診
断
は
令
和
6
年

度
で
終
了
し
ま
す
。

問 

建
設
課　

管
理
係

 

（
３
４
）
１
９
５
２

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
　
　
　

撤
去
改
善
事
業
補
助
金 

　

地
震
発
生
時
に
倒
壊
・
転
倒
の

危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
ま
た
は
改
善
を
行
う
場
合
、

工
事
や
設
計
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

撤
去
は
道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
、
改
善
は
広
域
避
難
地
避

難
路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

建
設
課　

管
理
係　

（
３
４
）
１
９
５
２

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
補
助
金

　

猫
の
不
妊
手
術
ま
た
は
去
勢
手

術
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
飼
い
猫
ま
た
は
飼
い
主
の
い
な

い
猫
に
手
術
を
受
け
さ
せ
る
人

▽
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　

手
術
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

町
民
生
活
課　

窓
口
係

（
３
４
）
１
９
３
２

家
具
転
倒
防
止
器
具
等購

入
補
助
金

木
造
住
宅
建
築
等助

成
制
度
補
助
金
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令和６年度

町の助成・補助制度

町
国
民
健
康
保
険人

間
ド
ッ
ク
助
成

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部

を
上
限
２
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て

１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
満
30

歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な

い
世
帯
の
人

▽
町
の
き
っ
か
け
健
診
、
特
定
健

診
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
受

診
結
果
を
町
に
提
供
で
き
る
人

●
そ
の
他

　

受
診
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 
健
康
増
進
課　

保
険
年
金
係

（
３
４
）
１
９
３
７

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
る
人

●
そ
の
他

　

入
園
時
に
免
許
証
な
ど
の
提
示

が
必
要
で
す
。

問 

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

（
３
４
）
１
９
２
４

寿
回
数
券

　

東
海
バ
ス
回
数
券
の
購
入
代
金

の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

町
に
住
所
が
あ
る
満
70
歳
以
上

の
人

●
そ
の
他

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
、
直
接
河

津
駅
前
案
内
所
で
申
し
込
み
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

問 

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

（
３
４
）
１
９
２
４

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
処
理
機
な
ど

の
購
入
額
の
２
分
の
１
（
上
限
２

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
る
人

●
そ
の
他

購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

１
世
帯
２
基
ま
で　

一
度
申
請
を
し
て
い
る
場
合
は

５
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

問 
町
民
生
活
課　

窓
口
係

（
３
４
）
１
９
３
２

　

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
設
置
替
え
を
す
る
人
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象

町
内
に
浄
化
槽
を
所
有
し
、
町

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

新
築
ま
た
は
改
築
な
ど
に
伴
う

設
置
替
え
は
対
象
外
で
す
。

問 

町
民
生
活
課　

窓
口
係

（
３
４
）
１
９
３
２

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園

　
　
　
　
　
　

町
民
施
設
利
用
券

　

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
に
無
料
で

入
園
で
き
る
町
民
施
設
利
用
券
を

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
ま
た
は
役
場

任
意
の
三
種
混
合

予
防
接
種
費
用
助
成

　

二
種
混
合
予
防
接
種
（
定
期
予

防
接
種
）
を
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

で
接
種
し
た
場
合
、
二
種
混
合
予

防
接
種
分
の
費
用
（
上
限
５
５
０

０
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
11
歳
～
13
歳
未
満（
小
学
６
年
生
）

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

（
３
４
）
１
９
３
７

若
年
が
ん
患
者
等
支
援
事
業

　

若
年
が
ん
患
者
等
の
生
活
の
質

の
向
上
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

①
妊に

ん

孕よ
う

性
温
存
治
療
費
（
生
殖
機

能
温
存
に
要
す
る
経
費
）
助
成

②
医
療
用
補
整
具
購
入
（
ウ
ィ
ッ

グ
や
人
工
乳
房
等
購
入
費
）
助

成
③
在
宅
療
養
生
活
支
援
（
末
期
が

ん
患
者
な
ど
の
自
宅
療
養
者
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
用
具

な
ど
に
係
る
経
費
を
支
援
）

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
が
ん
患
者

①
妊に

ん

孕よ
う

性
温
存
治
療
の
凍
結
保
存

時
に
43
歳
未
満
の
人

②
年
齢
制
限
な
し

③
40
歳
未
満

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
７

合
弁
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

生
ご
み
堆
肥
化
促
進
事
業
補
助
金
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商
業
・
農
業

助成・補助

4
家族も一緒にお祝い（さくら幼稚園　入園式）

小
規
模
事
業
者

　
　
　
　
　

強
化
事
業
費
補
助
金

　

町
内
の
事
業
者
で
、
情
報
通
信

媒
体
を
活
用
し
て
事
業
拡
大
に
取

り
組
む
場
合
、
必
要
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

町
内
の
個
人
事
業
者
お
よ
び
申

請
後
１
年
以
内
に
町
内
で
事
業

を
行
う
人
が
実
施
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
新
規
作
成
費
用
な
ど

●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

過
去
に
補
助
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
事
業
者
は
、
補
助
を
受
け
た

年
度
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
て
い

れ
ば
再
度
申
請
が
可
能
で
す
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

（
３
４
）
１
９
４
６

切
枝
用
河
津
桜

　
　
　

新
植
支
援
事
業
費
補
助
金

　

切
枝
用
の
河
津
桜
植
栽
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人（
団
体
）で

切
枝
用
河
津
桜
を
栽
培
し
、
販

売
す
る
目
的
で
実
施
す
る
事
業

▽
苗
木
を
10
本
以
上
一
括
購
入
し

植
栽
す
る
人
（
団
体
）

●
そ
の
他

　

植
樹
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

（
３
４
）
１
９
４
６

河
津
町
創
業
及
び
経
営
改
善
対
策

　
　
　

貸
付
金
利
子
補
給
金
制
度

　

創
業
お
よ
び
経
営
改
善
事
業
に

必
要
な
資
金
融
資
を
受
け
た
人
に

対
し
利
子
の
一
部（
最
大
５
万
円
）

を
補
給
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
内
の
個
人
事
業
者
や
起
業
し

て
新
た
に
町
内
に
店
舗
や
事
業

を
始
め
る
人

▽
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫　

に
よ
る
新
創
業
融
資
制
度
ま
た

は
マ
ル
経
融
資
（
小
規
模
事
業　

者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
）

を
受
け
た
人

▽
申
請
時
に
お
い
て
町
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

（
３
４
）
１
９
４
６

得
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

問 

産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

（
３
４
）
１
９
４
６

　

農
作
物
の
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
、

電
気
柵
な
ど
の
購
入
に
か
か
る
費

用
の
一
部
、
設
備
購
入
費
の
２
分

の
１
（
上
限
10
万
円
ま
で
）
を
補

助
し
ま
す
。

●
対
象

町
に
住
所
が
あ
り
、
農
作
物
な

ど
に
鳥
獣
被
害
を
受
け
た
人
ま

た
は
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
る
人

●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

（
３
４
）
１
９
４
６

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
鳥
獣

の
捕
獲
な
ど
に
駆
除
報
奨
金
を
支

給
し
ま
す
。

▽
猿　

１
頭
２
万
２
千
円

▽
猪
・
鹿　

１
頭
５
千
円

●
対
象

▽
町
内
で
対
象
鳥
獣
を
捕
獲
し
た

人
▽
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
受
け
た

人
問 

産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

（
３
４
）
１
９
４
６

狩
猟
免
許
（
わ
な
免
許
）

　
　
　
　
　
　
　
　

取
得
補
助
金

　

県
で
主
催
す
る
狩
猟
免
許
試
験

（
わ
な
免
許
）
お
よ
び
県
猟
友
会
主

催
で
行
わ
れ
る
試
験
予
備
講
習
会

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
り
、
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人

▽
新
た
に
狩
猟
免
許（
わ
な
免
許
）

を
取
得
し
た
人

●
そ
の
他

　

申
請
年
度
内
に
狩
猟
免
許
を
取

有
害
鳥
獣
駆
除
報
奨
金
制
度

鳥
獣
害
対
策
事
業
補
助
金
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ZOOM IN KAWAZU

まちの
出来事

　さくら幼稚園（竹内佐紀子園長）の入園式
が４月９日に行われ、16人の園児が入園し
ました。担任の先生が一人ひとりの名前を読
み上げると、園児らは「はい！」と元気よく
手をあげ返事をしていました。年長組園児に
よる歓迎の『チューリップ』の歌が披露され
ると、新入園児は一緒にリズムに乗りながら
歌ったり、手をたたいたりして笑顔が広がり
ました。これから始まる園生活にどきどきわ
くわく、どんな毎日が待っているかな。

さくら幼稚園　入園式

わくわくの毎日が始まるよ

新しい友達との出会いにわくわく 年長組からの歌のプレゼント

郷土食をプロと調理
服部栄養専門学校×稲取高校　お弁当販売

　３月17日河津桜観光交流館で、町が包括連携協定
を結ぶ、服部栄養専門学校の講師陣と稲取高校の生徒
７人が、郷土食「黄飯」を使った弁当３種を作り、販
売を行いました。生徒たちは、調理や盛り付けに加え
て、接客の際の接遇や、会計などにも挑戦しました。
販売前から並ぶ人も見られ、来場者は次々と弁当を購
入し、大盛況のなか商品は販売されました。

プロの指導を受けながら盛り付けを行うインドネシア文化に触れる
インドネシアの楽器で遊ぼう

　かわづっこひろばは３月23日、末満ひろみさんを
講師に招き、「インドネシアの楽器で遊ぼう」を開催
しました。約30人が参加し、インドネシア語の歌に
合わせて手遊びをしたり、楽器を奏でたりと普段の生
活では目にする機会のない、異文化に触れました。ま
た、「バティック」と呼ばれるろうけつ染めの布地を
腰に巻き、記念撮影を楽しみました。

楽しみながらみんなで演奏

元気よく「はい！」と言えたよ！
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目当ての商品を購入する来場者

　第 42 回河津寄って軽トラ市が３月24日、姫宮通り
で行われました。約30台の軽自動車が並び、地場産
品やテイクアウトの飲食物などを販売しました。雨予
報の中での開催となりましたが、目当ての商品を購入
しようと多くの人が訪れました。来場者には顔なじみ
の出店者との会話を楽しむ姿も見られ、にぎわい溢れ
る時間となりました。

人々の交流の場所として
第42回河津寄って軽トラ市

無火災・無災害の決意新たに
河津町消防団入団式

　町消防団入団式が４月７日、Ｂ＆Ｇ海洋センター体
育館で行われました。再任を含む９人の新入団員が稲
葉克己団長から辞令を受けました。新入団員を代表し
て第５分団の相馬大

やまと

和さん＝筏場＝が「良心に従い、
忠実に消防の義務を全うする」と宣誓し、無火災・無
災害の決意を新たにしました。式後、新入団員たちは、
自衛隊の指導の下、規律訓練に励みました。

辞令を受け取る団員

気を引き締めて入学式に臨む河中新１年生

　河津中学校（佐藤文彦校長）の入学式が４月８日、
同体育館で行われ42人の生徒が入学しました。
　新入生を代表して酒井聖

のえる

夜さんが「中学生としての
自覚を持ち、努力し取り組むことを誓います」と誓い
の言葉を述べると、生徒会長の萩原寧

ね ね

々さんは「一日
でも早く学校生活に慣れるようサポートします。」と
歓迎の言葉を述べました。

希望と自覚を胸に中学入学
河津中学校　入学式

胸高鳴る新１年生
河津小学校　入学式

　河津小学校（鈴木健五校長）では入学式が４月８日
に行われ、23人の児童が入学しました。歓迎の言葉
として鈴木校長が、「新しい小学校で元気に学校生活
を送ってほしい」と述べると、新入生は真っ直ぐな目
で見つめ聞いていました。式を終え、教室に入った１
年生は、新しい教科書やランドセルカバーを受け取り、
保護者と一緒に予定表やこれからの持ち物を確認しま
した。

保護者と一緒に持ち物を確認
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▲障害物レース直前、障害物の設置に取り組む

の４月で活動の３年目を迎

えるにあたり、２年目の活

動を振り返ると、外岩の開拓、イ

ベントへの参加、開催できたこと

が印象に残っています。

　外岩の開拓は、ボルダリングの

常連の方や、知り合いに協力いた

だいたことで、道の整備や岩の清

掃が進み新しいルートも開拓でき

ました。今後を想定したモニタリ

ングツアーなども行い、参加者か

らは好評だったことも良かったこ

とです。

　河津ブルーベリーの里でのお花

見イベントや、障害物レースサブ

ロウ、アニマルキーパーズカレッ

ジによるふれあい動物園の誘致な

どさまざまなイベントに関わった

充実の２年間を終えて新たなスタート

https://www.facebook.com/
kawadu.kyouryokutai/

相
あい

羽
ば

　勇
ゆう

仁
と

（30歳）
御前崎市出身。2022年４月、河津町地域
おこし協力隊に着任。任期３年。スポーツ
推進活動を行う。

登り日和
河津町地域おこし協力隊通信

ことが印象的です。お花見イベン

トでは、前年度からの試みで、２回目

の開催となり、前回の反省点を活

かして開催することができました。

　KURA-RUN OUTDOORS の倉原

さんによる障害物レースサブロウ

は参加枠がほぼ埋まるほどの人気

でした。前日までは障害物の製作

スタッフとして、当日はタイム計

測スタッフとして大会に参加して

いたので、県内外から来たたくさん

の方が「とても楽しい」と声をか

けてくださったことが嬉しかった

です。いよいよ協力隊として最後

の３年目が始まりました。今まで

築いてきた繋がりを大切にしつつ、

新しいことにも目を向け卒業後を

見据えて活動していきたいです。

vol.6

こ

さ
わ

やかフレッシ

ュ

364Fresh
心優しい
町のお巡りさん

平野  司さん
ひらの　つかさ
下田市　26歳
下田警察署　河津町交番

　

河
津
町
民
の
安
心
安
全
を
守
る

た
め
、
下
田
警
察
署
河
津
町
交
番

に
勤
務
す
る
平
野
司
さ
ん
。
両
親

の
影
響
で
小
さ
な
頃
か
ら
刑
事
ド

ラ
マ
を
目
に
し
て
い
た
平
野
さ
ん

は
「
踊
る
大
捜
査
線
」
の
青
島
刑

事
に
憧
れ
て
警
察
官
に
な
る
こ
と

を
志
し
ま
し
た
。
夢
を
実
現
し
、

実
際
に
警
察
官
に
な
っ
て
み
る

と
、
事
件
や
事
故
の
対
応
だ
け
で

な
く
、
町
内
の
巡
回
、
交
通
事
故

防
止
活
動
な
ど
、
地
域
の
人
々
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
そ
う
で
す
が
、
一

方
で
町
民
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
受

け
る
機
会
も
多
く
、
や
り
が
い
を

感
じ
る
こ
と
が
多
い
と
爽
や
か
な

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
が
趣
味
の
平
野
さ
ん

は
特
に
野
球
観
戦
が
マ
イ
ブ
ー

ム
。
球
場
ま
で
出
向
い
て
観
戦
す

る
こ
と
も
多
々
あ
る
そ
う
で
、
今

年
新
た
に
静
岡
県
内
に
誕
生
し
た

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
、
く
ふ
う
ハ
ヤ

テ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
に
大
注
目
だ
そ

う
で
す
。
自
身
は
中
高
生
時
代
、

テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
た
経
験
か
ら

今
で
も
休
日
に
は
テ
ニ
ス
を
し
て

気
分
転
換
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
平
野
さ
ん
、

仕
事
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ

る
こ
と
が
多
い
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
、
気
持
ち
に
寄
り
添
う
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
、
自

分
が
憧
れ
て
い
た
思
い
や
り
の
あ

る
、
強
い
警
察
官
像
に
近
づ
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

安
心
安
全
へ
の
思
い
を
や
わ
ら
か

な
表
情
で
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

【お詫びと訂正】
広報かわづ４月号（No620）に掲載した「Fresh」の
記事の中で勤務先の表記に誤りがありました。お詫び
して訂正します。

【正】相馬工業　有限会社
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町立文化の家

図書館だより
https://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/

５図書館カレンダー
May 2024

１ WED 時
と

間
き

のはこぶね

２ THU はらぺこあおむし

３ FRI 休館日（憲法記念日）

４ SAT 休館日（みどりの日）

５ SUN 休館日（こどもの日）

６ MON 休館日（振替休日）

７ TUE

８ WED 時
と

間
き

のはこぶね

９ THU はらぺこあおむし

10 FRI

11 SAT 子育てねっとお楽しみ会

12 SUN

13 MON 休館日

14 TUE

15 WED 時
と

間
き

のはこぶね

16 THU はらぺこあおむし / ブックスタート13時〜

17 FRI

18 SAT

19 SUN

20 MON 休館日

21 TUE

22 WED 時
と

間
き

のはこぶね

23 THU はらぺこあおむし

24 FRI

25 SAT

26 SUN

27 MON 休館日

28 TUE

29 WED 時
と

間
き

のはこぶね

30 THU はらぺこあおむし

31 FRI 休館日（館内整理）

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書） 著 者 名 出 版 社

パソコンとインターネットの「わ
からない！」をぜんぶ解決する本 ― 宝島社

住んでる人の性格は家と土
地が教えてくれる 平田 真義 / 著 自由国民社

頻尿・尿もれがみるみる改
善する食べ方大全

堀江 重郎 / 著
斎藤 恵介 / 著 文響社

有名老舗の元職人が教える
はじめての和菓子づくり 伊藤 郁 / 著 KADOKAWA

殺める女神の島 秋吉 里香子 / 著 KADOKAWA

書　名（児童書） 著 者 名 出 版 社

るるぶマンガとクイズで楽
しく学ぶ！世界の歴史 伊藤 賀一 / 監修 JTBパブリッシング

考えよう！障害者の人権 稲葉 茂勝 / 著
こどもくらぶ / 編 岩崎書店

ジオパークに出かけよう！２
大地の力とめぐみ 日本ジオパークネットワーク / 協力 あかつき教育図書

笹森くんのスカート 神戸 遥真 / 著
みずす / 画 講談社

ボクの名前はそうぞうりょ
くゆたか そがべ あんり / 作・絵 文芸社

〈開館時間〉　９時〜18時　土・日は17時まで
〈休　館　日〉　月曜・祝日・月末日
問 町立文化の家図書館　☎︎34−1115

★コーナー紹介★

 「歴史が大好き！」
　奈良時代～江戸時代末期（幕末）ま

での児童書を取りそろえました。それ

ぞれの本に、時代・登場人物・内容な

どを記したカードをつけています。子

供から大人まで、幅広く楽しめる本で

す。歴史好きさん、集まれ！

おはなし会
◆小学生向け…時

と

間
き

のはこぶね（毎週水曜15：50〜16：20）
◆乳幼児向け…はらぺこあおむし（毎週木曜10：30〜10：50）
◆幼 児 向 け…幼児のおはなし会は５月はお休みです。

2024 年本屋大賞が決定しました
　本屋大賞は、全国の書店員さんが自分で読んで「おもしろかった」「薦

めたい」「売りたい」と思った本を投票し決定します。

本屋大賞『成瀬は天下を取りにいく』 宮島　未奈 新潮社

２位『水車小屋のネネ』 津村記久子 毎日新聞出版

３位『存在のすべてを』 塩田　武士 朝日新聞出版

４位『スピノザの診察室』 夏川　草介 水鈴社

５位『レーエンデ国物語』 多崎　　礼 講談社

６位『黄色い家』 川上未映子 中央公論新社

７位『リカバリー・カバヒコ』 青山美智子 光文社

８位『星を編む』 凪良　ゆう 講談社

９位 『放課後ミステリクラブ　１金魚の泳ぐプール事件』 知念実希人 ライツ社

10位『君が手にするはずだった黄金について』 小川　　哲 新潮社

かわづっこ子育てねっと「こどもの日お楽しみ会」
と　き　　５月11日（土）10時30分～11時30分

ところ　　文化の家生涯学習室

内　容　　お楽しみ製作・読み聞かせ

　　　　　＊参加無料・申し込み不要

No.253
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※メッセージ募集 !! メッセージBOXは、子育て支援施設にあります。わたしの声はがきの郵送でも受け付けています。

KAWAIKU 子育て応援メッセージ ～見守っているよ～　　　　

　

紅
麹
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
服

用
に
よ
る
腎
疾
患
が
話
題
と
な

り
ま
し
た
が
、
腎
臓
を
悪
く
す

る
原
因
は
様
々
で
す
。
近
年
で

は
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
等
の
生

活
習
慣
病
か
ら
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性

腎
臓
病
）
に
な
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
腎
障
害
、
腎
機

能
低
下
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い

は
両
方
が
３
か
月
以
上
続
く
状

態
の
こ
と
を
指
し
、
進
行
す
る

と
腎
不
全
に
な
り
、
透
析
治
療

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果

で
見
て
ほ
し
い
項
目
は
、
腎
障

害
の
目
印
「
尿
蛋た

ん

白ぱ
く

」
と
腎
機

能
を
示
す
「
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
」
で
す
。

●
尿
蛋
白

　

健
康
で
あ
れ
ば
尿
に
は
混
ざ

り
ま
せ
ん
。
運
動
後
や
熱
が
出

た
時
な
ど
に
混
ざ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
毎
回
検
査
で
蛋
白

質
が
混
ざ
る
（
±
以
上
）
と
い

う
場
合
は
腎
臓
の
病
気
が
疑
わ

れ
ま
す
。

●
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
推
定
糸
球
体
ろ

過
量
）

　

腎
臓
の
老
廃
物
を
排
泄
す
る

能
力
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

数
値
が
60
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
／
分

／
１
・
73
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

�

健
康
増
進
課　

保
健
師　

稲
葉　

臣

（
65
歳
以
上
の
場
合
は
45
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
／
分
／
１
・
73
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
）
は
腎
機
能
低

下
が
疑
わ
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
・

悪
化
を
さ
せ
な
い
た
め
に
は
…

▼
定
期
的
な
通
院
・
健
診
受
診

▼
腎
機
能
に
見
合
っ
た
薬

　

賀
茂
地
域
の
薬
局
で
は
、
腎

機
能
低
下
の
あ
る
人
の
お
薬
手

帳
に
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
シ
ー
ル
」
を
貼

る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
生
活
習
慣
の
改
善

　

腎
臓
に
負
担
の
少
な
い
食
事
、

運
動
不
足
の
解
消
、禁
煙
な
ど
、

特
に
塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
要
注

意
で
す
。

　

検
査
結
果
の
見
方
、
生
活
習

慣
改
善
の
ヒ
ン
ト
等
保
健
師
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人に優しく

そして

自分にはもっと優しく

子育てを頑張っているあなたへ ●子育て応援団35さん 思い悩むことも多いと思いますが

子供の成長を楽しんでいきましょう !

● MW さん

ママ、パパ、プレママ、プレパパの喜び、苦労、感動のつぶやき
親となった子、孫へ、子どもを見守るすべての町民からのエール…
かわづで子育て中の KAWAIKU さんたちへのメッセージです
※プレママ・プレパパとは…もうすぐ母親・父親になる人のことを指します。

かわづで子育て

か わ い く

■健康相談および母子健康手帳交付
と　き　５月７日（火）、５月20日（月）
　　　　６月３日（月）
　　　　13時30分〜15時30分
ところ　保健福祉センター
持ち物　・妊娠届出書（病院で配付された場

合は持参）
・個人番号カードまたは通知カード
・身元の確認ができるもの（写真付

きでない場合は２種類持参）
・妊婦名義の通帳

今月のテーマ

成人の８人に１人！
慢性腎臓病に注意

健康増進課　☎︎34−1937

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます

☎0120−560−655（年中無休）

保健福祉
センター
だより

■こどもの日イベント
　と　き　５月５日（日）10時〜15時30分
※キッチンカーイベントは10時〜12時開催
　（売切れ次第終了）
■保健師による発育測定・育児相談
　と　き　５月20日（月）
　　　　　10時〜11時30分
■５月生まれお誕生日会
　と　き　５月24日（金）10時40分〜
■くれよんくらぶ ”わくわくだより ”
　と　き　５月26日（日）
　　　　　13時30分〜14時30分
　問 かわづっこひろば� ☎︎36−3175

かわづっこひろば５月のイベント

■育児相談
と　き　５月７日（火）10時〜11時30分
ところ　保健福祉センター
　　　　ふれあいホール
対象者　子育て中の保護者
内　容　身体測定、離乳食や子どもの食事に

関する相談、育児相談、歯科相談
持ち物　母子健康手帳
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守人の活動を支えます
河津桜保全活動

▲認定書を受け取る島﨑武光さん（奥）と竹之内範明さん（手前）

組
み
た
い
」
と
岸
町
長
は
激
励
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
は
こ
の
度
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株

式
会
社
が
実
施
す
る
「
晴
れ
風
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
事
業
に
お
い
て
寄

附
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
自
治

体
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
日
本

の
風
景
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
１
弾
企
画
と
し
て
桜
の
保
全
活

動
を
行
う
自
治
体
に
対
し
て
寄
附

が
行
わ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
河
津

川
沿
い
の
河
津
桜
約
８
５
０
本
と

河
津
桜
原
木
の
保
護
育
成
費
と
し

て
活
用
し
、
美
し
い
河
津
桜
の
維

持
に
向
け
て
取
組
を
続
け
ま
す
。

23
人
の
行
政
連
絡
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

地
区
と
行
政
の
架
け
橋
に

新
た
に
１
人
が
協
力
隊
へ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
式

▲委嘱状を受け取る福沢さん

　

河
津
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
式
が

４
月
１
日
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

た
に
協
力
隊
に
加
わ
る
北
海
道
出
身
の
福

沢
宏ひ

ろ

幸ゆ
き

さ
ん
を
含
む
５
人
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
福
沢
さ
ん
は
今
後
、
地

域
農
業
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。「
河

津
の
良
さ
を
学
ん
で
、
町
外
の
人
や
北
海

道
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
岸
重
宏

町
長
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
も
っ
て

活
動
を
続
け
て
い
る
な
か
で
、
町
の
人
々

の
中
に
入
り
込
ん
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

令和６年度　行政連絡委員
地　区 氏　名

浜 稲　葉　壽　英
笹　　原 土　屋　滝太郎
田　　中 土　屋　雅　洋
沢　　田 鈴　木　康　紀
逆　　川 稲　葉　　　巌
上　　峰 村　串　　　敦
下　　峰 木　下　英　俊
谷　　津 重　永　一　夫
縄　　地 鶯　生　光　義
見 高 浜 土　屋　雅　之
長　　野 島　﨑　武　光
見高入谷 平　井　重　厚
梨　　本 高　井　健　一
泉 奥 原 渡　辺　　　誠
川　　横 櫻　田　和　也
大　　鍋 平　川　清　志
小　　鍋 鈴　木　克　彦
湯 ヶ 野 板　垣　秀　隆
下佐ヶ野 稲　葉　勝　徳
上佐ヶ野 鈴　木　卓　司
天　　川 相　馬　好　徳
筏　　場 堤　　　重　佳
大　　堰 上　野　正　弘

　

町
で
は
、
毎
年
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
河
津
桜
の
保
全
活
動
を
行

い
、
河
津
桜
を
後
世
に
残
し
て
い

く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

河
津
桜
守
人
の
会
総
会
が
４
月

12
日
、
役
場
で
行
わ
れ
、
新
た
に

２
人
の
守
人
が
加
わ
り
ま
し
た
。

座
学
や
実
技
な
ど
各
種
講
習
を
修

了
し
、
河
津
桜
守
人
に
認
定
さ
れ

た
２
人
に
岸
重
宏
町
長
が
認
定
証

を
手
渡
し
ま
し
た
。
新
た
に
認
定

さ
れ
た
守
人
に
向
け
て
、「
日
頃

の
み
な
さ
ん
の
活
動
の
お
か
げ
で

多
く
の
観
光
客
を
招
く
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
今
後
も
河
津
桜
を
町

の
財
産
と
し
て
維
持
保
全
に
取
り

新
し
く
２
人
が
守
人
に
認
定

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

に
よ
る
寄
附

町政 Pick Up
Kawazu Townあ

◀晴れ風 ACTION 詳細はこちらから

①晴れ風の購入で自動的に寄附
　１缶（350ml）の購入で0.5円の寄附に
なります。

②専用ぺージにアクセスして
　応援する自治体に寄附
　専用ぺージで１日１回晴れ風コイン１枚
をもらって寄附ができます。晴れ風コイン
１枚で0.5円の寄附になります。

晴れ風ACTION応援方法
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広報かわづ配信中
今月の納税

自動車税は５月31日まで
　自動車税種別割の納期限は、５月

31日（金）です。

▷金融機関、郵便局、コンビニ、MMK

設置店で納付できます。

▷スマートフォンの各種決済アプリを

利用してご自宅で納付できます。

▷地方税お支払いサイトからクレジッ

トカードで納付することもできま

す。決済手数料がかかります。

　車検が近い人は金融機関やコンビニ

等で現金納付のうえ、添付の納税証明

書をご利用ください。　　

問 静岡県下田財務事務所　課税課　

☎24−2018

後期高齢者医療保険料随時期
５月31日（金）が納期です。
問 健康増進課　☎34−1937

軽自動車税全期
５月31日（金）が納期です。
問 町民生活課　☎34−1928

介護保険料１期
５月31日（金）が納期です。
問 福祉介護課　☎36−3232

介護家族の会　介護教室
　介護家族の会では、介護をしている

家族を支援し、悩みを共有し助け合っ

ていける地域を目指しています。今回

は、社会資源マップについて紹介しま

す。

と　き　６月13日（木）

　　　　13時30分～15時

ところ　役場　ふれあいホール

申　込　５月31日（金）まで

問 河津町地域包括支援センター

☎34−1938

国際ロマンス詐欺・投資詐欺に注意
　国際ロマンス詐欺、投資詐欺の被害

が県内で増加しています。

●SNSやマッチングアプリで知り合っ

た相手から「投資」の話が出たら詐

欺です。

●投資に「絶対儲かる」はありません。

うまい話ほど注意しましょう。

●どのような経緯でも「お金」の話が

出てきたら警戒をしましょう。

問 下田警察署管内防犯協会

☎27−2766

町内一斉清掃にご協力を
　河津町きれいな町づくり条例基づき

５月最終日曜日「環境美化の日」に地

区ごとに町内一斉清掃を行います。各

戸１名以上の参加をお願いします。

と　き　５月26日（日）　小雨決行

　　　　予備日６月２日（日）

ところ　各地区でご確認ください

問 町民生活課� ☎34−1932

甲種防火管理新規講習
対　象　

①消防法第８条第１項の規定により、

防火管理者を定めなければならない防

火対象物で防火管理上必要な業務を適

切に行うことができる管理的・監督的

な地位にあって、資格を有しない人　

②将来、防火管理者として防火管理業

務にあたることが予想される人

と　き　

7 月10日（水）、11日（木）

１日目　９時50分～16時50分

２日目　９時50分～15時55分

ところ　

下田市民文化会館１階小ホール

受　付　５月27日（月）～６月３日（月）

定　員　60人

受講料　8,000円

※インターネット申込の場合クレジッ

ト払またはコンビニ払。FAX 申込の

場合、払込はがきによるコンビニ払。　　　　　

申　込　インターネットまたは FAX

※ 日 本 防 火・ 防 災

協 会 ホ ー ム ペ ー ジ

（https://www.bouka-

bousai . jp/hp/ lec_

info/index.html）から

申し込んでください。

問 下田消防本部予防課�☎22−1849

　（一財）日本防火・防災協会

☎03−6263−9903

▲日本防火・防災
ホームぺージ

▲静岡県公式
　ホームぺージ

5/31

▷投票所入場券をお送りします　

　「投票所入場券」を世帯ごとに封書で順次郵送します。投票所においでの

際は、氏名と投票所をご確認のうえ、ご自身の投票所入場券をお持ちくださ

い。投票日当日（５月26日）は投票所入場券に記載している投票所でのみ

投票できます。

▷投票について

と　き　５月26日（日）７時～18時

ところ　各投票所

▷期日前投票について

　選挙当日（投票日）に仕事や旅行等

の理由で投票できない人は、期日前投

票ができます。

と　き　５月10日（金）～25日（土）８時30分～20時

ところ　保健福祉センター　ボランティア団体室

問 選挙管理委員会　☎34−1913

投票日

26（日）
５

静岡県知事選挙が行われます
　静岡県知事選挙が下記のとおり執行されます。

　選挙は私たちの意思を政治に反映させるための大切

な機会です。町民一人ひとりが大切な一票を投じま

しょう。
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暮らしの情報 information

  お知らせ

（４月１日現在）

人　口 6,467 人 前月比 （−43）

（男） 3,125 人

（女） 3,342 人

世帯数 3,252 世帯 前月比 （−4）

（３月１日〜31日届出）

  戸籍だより

  ひとの動き

  人口と世帯

身近なこと生活相談へ

介護・法律相談

と　き　６月５日（水） 10時～15時

ところ　ふれあいホール

問 社会福祉協議会� ☎34−1286

と　き　５月15日（水） 

　　　　介護相談　10時～12時

　　　　法律相談　13時～15時

ところ　子育て支援センター

法律相談は事前に予約してください。

問 社会福祉協議会� ☎34−1286

  相　談
　障害のある人の就職や生活面での相

談、障害のある人たちを雇用する事業

主などの相談に応じます。障害者手帳

を持っていない人も相談できます。希

望する人は、事前に予約してください。

と　き　５月21日（火）

　　　　13時30分～15時30分

ところ　保健福祉センター

問 賀茂障害者就業・生活支援センター「わ」 　  

☎22−5715

障害者のための就労相談会

　町は、河津町文化協会員の作品を町

内外からの来客が多く訪れる町長室で

展示しています。

　季節に合わせて会員の作品を２カ月

ごとに展示を行い、４月～５月は船岡

清治さんの油彩「群青の海」が展示さ

れています。

問 企画調整課�☎  34−1924

町長室展示作品が変わりました

※このコーナーに掲載を希望しない場合は、
お申し出ください。

と　き　６月５日（水） 10時～15時

ところ　役場　ふれあいホール

問 町民生活課窓口係� ☎34−1932

人権・行政相談

　三島年金事務所の職員が年金制度に

ついての質問や年金の請求、各種書類

の提出などを受け付けます。

と　き　６月４日（火） 

10時30分～12時、13時～15時

ところ　河津町役場（要予約）

問 河津町役場健康増進課�☎34−1937

と　き　６月13日（木） 

11時～12時、13時～16時

ところ　下田市役所（要予約）

問 下田市役所市民保健課�☎22−3922

日本年金機構出張相談

と　き　５月15日（水）

　　　　13時～17時

ところ　ひとり親サポートセンター東部支所

申　込　電話で予約してください。

問 ひとり親サポートセンター本所

☎054−254−1191

ひとり親家庭相談会

▲まちじゅうアート庁舎内展示作品「亀」

　介護に関するお問い合わせ、相談を

受け付けています。

と　き　月曜日～金曜日

　　　　９時～16時　随時受付

ところ　サンシニア河津　相談室

問 サンシニア河津� ☎32−3203

介護相談
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kawazu－jin

河 津 人
　

今
月
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
笑
顔
の
持

ち
主
、
植
松
智
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
植
松
さ
ん
は
、
化
粧
品
店
を
営
み

人
々
の
生
活
に
彩
り
を
加
え
る
だ
け
で

な
く
、
教
育
委
員
、
商
工
会
女
性
部
部

長
、
文
化
協
会
会
計
、
成
年
後
見
支
援

員
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
生
活
支

援
員
な
ど
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
職

を
担
い
、
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
ま

す
。
自
身
が
子
育
て
を
し
て
い
た
と

き
、
町
内
の
人
に
支
え
ら
れ
、
見
守
っ

て
も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
、
地

域
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が

現
在
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

本
業
の
か
た
わ
ら
精
力
的
に
町
内
活

動
に
参
加
さ
れ
る
植
松
さ
ん
で
す
が
、

「
苦
労
や
辛
さ
は
不
思
議
と
感
じ
な
い

で
す
。
私
自
身
が
特
別
な
何
か
を
や
る

わ
け
で
は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

話
し
合
い
、
協
力
し
、
よ
り
良
く
し
て

い
こ
う
と
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
る

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
控
え
め
に

話
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
世
代
の
人
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
と
の
出
会
い
の
中
で
、
人
々

の
声
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
そ
う
で
す
。
植
松
さ
ん
と
お

話
し
し
て
い
る
と
自
然
と
こ
ち
ら
も
笑

顔
に
な
り
、
植
松
さ
ん
の
も
と
へ
色
々

な
声
が
集
ま
る
の
も
納
得
で
す
。「
日
々

を
楽
し
く
過
ご
そ
う
」
と
、
楽
し
み
な

が
ら
笑
顔
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
植
松
さ

ん
の
姿
は
今
日
も
輝
い
て
い
ま
す
！

笑
顔
が
結
ぶ
ひ
と
び
と
の
声

姉妹都市 長野県白馬村通信

有限会社ゆがの薬局

植松　智子さん
うえまつ　ともこ

浜　63歳　

有限会社ゆがの薬局勤務。町内のさまざまな役
職を担い、幅広く活動。子どもから高齢者まで、
さまざまな人との出会いやたくさんの人の声を
大切に日々の活動を楽しんでいる。

▲天城アタック35で
　選手にふるまいを行う商工会女性部

編
集
後
記 ゼロカーボンビジョンの実現に向けて

　

肌
寒
い
日
が
続
く
と
思
っ
て
い
た

ら
、
急
に
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
、
鼻
が
ム
ズ
ム
ズ
、
目
が
か

ゆ
い
気
も
す
る
の
で
す
が
…
ま
だ
花

粉
症
で
は
な
い
と
信
じ
て
こ
れ
以
上

症
状
が
ひ
ど
く
な
ら
な
い
こ
と
を
祈

る
日
々
で
す
。
川
沿
い
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
も
一
気
に
満
開
と
な
り
、
す
っ

か
り
春
の
陽
気
で
す
。
そ
ん
な
陽
気

に
つ
ら
れ
て
晴
天
の
あ
る
日
、
鉢
の

山
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。
見
上
げ
れ

ば
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
美
し
く
咲
き
、
足

元
へ
視
線
を
落
と
す
と
、
わ
ら
び
や

ぜ
ん
ま
い
が
生
い
茂
り
、
山
も
春
の

装
い
。
全
身
で
河
津
の
春
を
満
喫
で

き
ま
し
た
。（
a
） 　この協定では、白馬村の未だ利用されていない自然エネルギーと、大気

中の二酸化炭素を回収する技術を融合させ、利用可能な燃料として使用す

ることができる実証実験事業を、白馬村を拠点として実施するものです。

白馬村のゼロカーボンビジョンの実現に向けて大きな一歩となることを期

待しています。

　名古屋大学未来社会創造

機構と「セキュアでユビキ

タスな（安全・安心でいつ

でもどこでも簡便に確保で

きる）資源・エネルギー共

創拠点に係る連携・協力に

関する協定」を締結しまし

た。▲締結式の様子


